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～ 消失模型の瞬時分解、鋳鋼中の炭素量増加を抑制 ～

セールスポイント

具体的な活用場面

◆ 大型製品では、船舶のアンカー、それを格納する

部分のベルマウス等の数トンから数10トン単位の

ものができます。

中型製品では、耐食性が必要な合金鋼を用いた

プラント配管用継手部品等ができます。

発明の特徴

◆ 抜き勾配が不要

◆ 注湯中に溶湯の吹きもどしがなく、作業が安全

◆ 溶接によって割れを生じない品質を確保
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◆消失模型を瞬時に分解・燃焼し、排出

◆製品中の炭素量の増加を抑制

◆ガス欠陥、炭素偏析による不良低減

◆溶接によって割れを生じない品質を確保

◆注湯中に溶湯の吹き返しが発生しません

◆鋳造作業者の安全性を確保

基本情報

◆ 外気導入口から消失模型内部に空気を送り込むことにより、消失模型は溶湯の熱で瞬時に分解し、

ガス化燃焼させることができます。発生したガスや煤は空気の流れにより排出口に運ばれ、鋳鋼

中の炭素量の増加を防ぐことができます。
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